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授業内容 

本講義では、古代から近代に至る西洋の哲学史を概観する。自ら

「哲学する」ことは、ともすれば独りよがりになるものである。

哲学史を学び、適切なテーマと適切な考え方を先人から学ぶこと

で、哲学の全体像をつかんでもらいたい。 科目概要 

到達目標 

西洋哲学の歴史について一定の知識をもつ。 

哲学の基本的問題を理解する。 

哲学のテキストを理解し、その筋道を追体験できる。 

授業計画 

(1) 哲学するための哲学史 

（2）古代ギリシアの自然哲学 

（3）ソクラテス 

（4）プラトン 

（5）アリストテレス 

（6）ストア派とエピクロス 

（7）デカルト 

（8）スピノザ 

（9）ロック 

（10 バークリ 

（11）ヒューム 

(12）カント 

（13）現代の哲学（１） 

（14）現代の哲学（２） 

（15）まとめ 

事前学習 
・テキストの該当箇所を前もって読んでおくこと。 

・意味のわからない用語は辞書等で事前に調べておくこと。 
自学自習 

事後学習 ・2～3回おきに小テストを行う。 

使用教材・ 

参考文献 
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成績評価方法

と基準 

＜基準＞講義内容の理解が不十分な場合、不合格となることがあります。 

＜方法＞期末試験による。 

備考  




